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7
月
6
日
か
ら

9
月
3
固
ま
で
に
市

内
5
地
区
で
「
市
長
と
語
る
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、

H

市
民
の
た
め
の
市
政
H

を

進
め
る
た
め
、
市
民
の
声
を
直
接
聞
き
、

市
政
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
行
っ
て
い
る

も
の
で
す
。

会
場
で
は
、

H

生
活
に
密
着
し
た
こ

と
H

や
H

こ
れ
か
ら
の
街

づ
く
り
の
こ
と
H

な
ど
多

く
の
要
望
や
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
先
に
行
わ
れ

た
5
地
区
で
出
さ
れ
た
要

望
や
意
見
の
中
か
ら
、
主

な
も
の
を
お
伝
え
し
ま
す
。

3
地
区
以
上
で

質
問
さ
れ
た
も
の

圃
公
共
下
水
道
事
業
の
現
況
と
今
後
の
計
画
を

伺
い
た
い
。

|
|
魚
津
市
の
公
共
下
水
道
事
業
は
、
平
成
口

年
を
完
成
目
標
と
し
て
総
事
業
費
約
3
5
8
億

円
、
排
水
区
域
面
積
8
5
9
M
、
処
理
人
口

4

7
5
0
0
人
と
し
て
計
画
し
ま
し
た
。

昭
和

ω年
に
第
一
期
工
事
と
し
て
国
道
8
号

線
下
(
海
側
)
の
市
街
地
を
中
心
に
、
排
水
区

域
面
積
2
5
8
h
、
処
理
人
口

1
7
9
0
0
人

が
事
業
認
可
さ
れ
、
現
在
そ
の
工
事
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
第
一
期
工
事
は
平
成
6
年

度
ま
で
の
刊
か
年
計
面
で
、
現
在
約
加
%
の
進

み
具
合
で
す
。
ま
だ
、
緑
町
、
中
央
通
り
1
・
2
丁

目
、
新
金
屋
1
・
2
丁
目
、
村
木
、
金
浦
町
、
本
町

2
丁
目
(
寺
町
・餌
指
町
)
、
真
成
寺
町
、
双
葉

町
、
文
化
町
、
鴨
川
町
、
並
木
町
、
本
江
新
町

(
一
部
)
が
残
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
地

域
も
平
成
6
年
度
ま
で
に
完
成
す
る
よ
う
工
事

を
進
め
て
い
ま
す
。

一
方
、
第
二
期
工
事
(
拡
張
計
画
)
と
し
て
、

新
た
に
排
水
区
域
面
積
約
2
0
0
M
の
事
業
認

可
の
申
請
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
対
象

と
な
る
地
域
は
、
国
道
8
号
線
下
(
海
側
)
を



平成 4年10月…一……………一…一…一側関側関関…
基
本
と
し
て
お
り
、
上
口

1
・
2
丁
目
、
友
道
、

大
光
寺
、
吉
島
、
高
畠
、
北
中
、
青
島
、
仏
固

な
ど
で
す
。
第
二
期
工
事
に
つ
い
て
も
第
一
期

同
様
刊
か
年
聞
の
計
画
で
行
う
予
定
で
す
。

圃
国
道

8
号
バ
イ
パ
ス
の
市
内
区
間
の
工
事
状

況
を
伺
い
た
い
。

|
|
市
内
区
間
3
・
5
M
の
魚
津
バ
イ
パ
ス
に

つ
い
て
は
、
平
成

5
年
度
を
目
途
と
し
て
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
角
川

・
友
道
(
大
座

川
)
聞
は
、

7
月
初
め
に
工
事
が
発
注
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
友
道

・
本
江
(
県
道
イ
ン
タ
ー

線
)
聞
は
、
お
盆
過
ぎ
に
工
事
を
発
注
す
る
予

定
で
す

0

・
吉
島

・
江
口
聞
に
つ
い
て
は
、

9
月

中
旬
に
発
注
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

経
団
区
間
は
、
ま
だ
、
事
業
化
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。

画
ゴ
ミ
の
減
量
化
に
対
す
る
市
の
取
り
組
み
を

伺
い
た
い
。

|
|
ゴ
ミ
の
リ
サ
イ
ク
ル
と
減
量
化
を
図
る
た

め
、
平
成
3
年
8
月
か
ら

ρ

資
源
再
利
用
推
進

報
償
金
制
度
。
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、

古
紙
類

・
布
類

・
牛
乳
パ
ッ
ク

・
ア
ル
ミ
缶
な

ど
の
資
源
ゴ
ミ
の
回
収
に
対
し
て

l
k
あ
た
り

3
円
の
報
償
金
を
支
払
う
も
の
で
、
現
在
、
登

録
団
体
は
、
乃
団
体
あ
り
ま
す
。
昨
年
の
実
績

は
、
資
源
ゴ
ミ
を
約
3
6
5
t
回
収
し
、
報
償

金
を
約

1
1
0
万
円
支
払
い
ま
し
た
。

今
後
も
、
各
団
体
は
じ
め
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
ゴ
ミ
の
リ
サ
イ
ク
ル
と

減
量
化
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、

2
市
3
町
の
ゴ
ミ
の
担
当
者
と
広
域

圏
事
務
局
で
、
分
別
集
収
の
方
法
や
ゴ
ミ
袋
の

有
料
化
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。
意

見
が
ま
と
ま
り
次
第
皆
さ
ん
に
説
明
と
お
願
い

広報うあ、づ(3) 

に
伺
い
ま
す
の
で
、
そ
の
節
は
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

圃
市
の
除
雪
対
策
と
消
雪
装
置
の
設
置
計
画
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

|
|
除
雪
は
、
除
雪
卓
や
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
な
ど

に
よ
る
機
械
除
雪
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
消
雪
・

流
雪
溝

・
小
型
除
雪
機
械
の
貸
与
の

4
部
門
で

行
っ
て
い
ま
す
。

農
道

・
林
道
を
除
い
た
市
道

・
県
道
の
延
長

は
約
4
7
9
M
に
な
り
、
そ
の
う
ち
市
道
は
約

3
6
7
M
あ
り
ま
す
。
そ
の
市
道
の
約
日
%
が

機
械
除
雪
の
対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、

「
魚
津
市
道
路
除
雪
計
画
」
に
基
づ
い
て
、
新

し
く
降
っ
た
雪
が

m
m以
上
に
な
る
と
市
有
機

械
と
民
聞
の
借
り
上
げ
機
械
で
早
朝
3
時
頃
か

ら
除
雪
を
行
っ
て
い
ま
す
。

消
雪
装
置
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
昭
和
日
年

度
か
ら
陳
情
を
受
け
、
現
在
ま
で
に
、
市
内
口

か
所
、
延
長
約

m
M
が
議
会
採
択
さ
れ
、
そ
の

工
事
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

圃
県
新
川
文
化
ホ

l
ル
(
仮
称
)
の
建
設
計
画

と
完
成
後
の
市
民
会
館
と
図
書
館
の
利
用
計

画
を
伺
い
た
い
。

|
|
県
新
川
文
化
ホ
ー
ル
は
、
住
吉
地
内
で
今

年
度
か
ら
本
格
的
工
事
に
着
手
し
、
総
事
業
費

約
1
1
0
億
円
を
か
け
、
平
成
6
年
目
月
に
完

成
す
る
予
定
で
す
。
音
楽
の
使
用
を
目
的
と
す

る
大
ホ
ー
ル

(
1
2
0
0
席
)
と
演
劇
な
ど
の

使
用
を
目
的
と
す
る
小
ホ
ー
ル

(
3
0
0
席)、

ま
た
、
展
示
ホ
l

ル
や
大
小
の
会
議
室
な
ど
が

設
け
ら
れ
ま
す
。

現
在
の
市
民
会
館
と
図
書
館
は
、
同
文
化
ホ

ー
ル
が
市
民
会
館
の
機
能
を
備
え
て
い
る
こ
と

や
建
設
後
初
年
以
上
も
経
っ
て
い
る
た
め
に
老

朽
化
が
相
当
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
同
文
化

ホ
l
ル
の
完
成
後
に
取
り
壊
し
を
検
討
し
て
い

ま
す
。将

来
は
、
こ
の
跡
地
に
、

H

生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
(
仮
称
)
。
の
建
設
を
考
え
て
い
ま
す
。
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
は
、
図
書
館
や
社
会
教
育
施
設

な
ど
を
同
居
さ
せ
た
複
合
施
設
に
し
た
い
考
え

で
す
。
青
年
団
や
婦
人
会
か
ら
強
く
要
望
の
あ

る
H

青
年

・
婦
人
会
館
。
な
ど
も
こ
の
中
に
同

居
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

本

参j江
者日地

圃
本
江
小
学
校
の
プ

l
ル
は
、
老
朽
化
し
て
お

り
改
築
し
て
ほ
し
い
。
改
築
に
際
し
て
は
全

天
候
型
に
し
て
ほ
し
い
。

|
|
本
江
小
学
校
の
プ
ー
ル
は
、
市
内
の
小
学

校
プ
ー
ル
の
第
1
号
と
し
て
、
昭
和
幻
年
に
建

設
さ
れ
ま
し
た
。
既
に
初
年
経
過
し
、
プ
ー
ル

本
体

・
設
備
が
相
当
痛
ん
で
い
ま
す
。
補
修
で

は
対
応
で
き
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

今
年
度
中
に
全
面
改
修
を
行
う
計
画
で
す
。
改

修
に
当
っ
て
は
、
地
区
か
ら
の
要
望
に
応
え
、

上
屋
付
き
の
プ
ー
ル
に
す
る
計
画
で
す
。
富
山

県
内
で
上
屋
付
き
の
プ

l
ル
が
あ
る
の
は
、
雄

山
中
学
校
(
立
山
町
)
だ
け
で
あ
り
、
小
学
校

で
は
、
本
江
小
学
校
が
第
l
号
に
な
り
ま
す
。

9
月
中
に
実
施
設
計
を
終
え
、
議
会
終
了
後

に
入
札
、
叩
月
か
ら
工
事
を
始
め
た
い
考
え
で

す
。
完
成
は
、
来
年
3
月
に
な
る
予
定
で
す
。

圃
消
雪
装
置
の
設
置
を
陳
情
し
て
い
る
が
、
本
江

地
区
内
の
工
事
状
況
を
伺
い
た
い
。

|
|
本
江
地
区
で
は
、
こ
れ
ま
で
に

5
か
所

・

延
長
約
9
0
0
0
m
の
陣
情
が
出
き
れ
て
お
げ
、

現
在
、
大
光
寺

・
本
江

・
東
栄
町

・
友
道
で
工

事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
本
江
の
一

路
線
・
延
長
約

1
9
5
m
と
東
栄
町
の
一
部
約

2
0
0
m
は
今
年
度
完
成
す
る
予
定
で
す
。

友
道
の
一
部
9
9
4
m
が
ま
だ
工
事
さ
れ
な

い
ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
西
部

中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
設
置
し
て
い
る
井
戸
の

水
量
不
足
に
よ
る
も
の
で
す
。
「
道
路
消
雪
施

設
設
置
基
準
」
が
あ
り
近
く
に
新
し
く
井
戸
を

堀
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
地
下
水
の
問

題
に
つ
い
て
専
門
家
と
検
討
す
る
予
定
に
し
て

お
り
、
そ
の
結
論
が
出
て
か
ら
対
応
し
ま
す
。

圃
本
江
会
館
前
の
道
路
は
、
道
幅
が
狭
く
一
方

通
行
と
な
っ
て
い
る
。
交
通
量
も
多
く
、
ま

た
、
通
学
路
に
も
な
っ
て
い
る
の
で
拡
幅
し

て
ほ
し
い
。

ー
ー
で
き
る
だ
け
早
く
着
手
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
道
路
の
改
良
を
行
う

に
は
、
地
元
の
協
力
が
必
要
で
す
。
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。



(4) 

松

誌倉
者日地

25区
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圃
農
道
・
林
道
・
水
路
な
ど
の
改
良
事
業
に
対

す
る
地
元
負
担
金
を
軽
減
し
て
ほ
し
い
。

|

|
松
倉
地
区
は
、
山
村
振
興
地
域
に
指
定
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
小
菅
沼
・
池
谷
・
鉢
・

虎
谷

・
大
熊
で
第
三
期
山
村
振
興
対
策
事
業
や

県

・
市
単
独
土
地
改
良
事
業
に
つ
い
て
軽
減
措

置
を
行
っ
て
い
ま
す
。

世
帯
数
が
減
少
し
負
担
増
を
感
じ
て
い
る
こ

と
は
理
解
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
、
段
階
的

に
負
担
金
の
軽
減
を
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

圃
河
川
水
を
利
用
し
た
路
面
流
雪
を
行
っ
て
ほ

し
い
。

|

|
県
道
坪
野
・
湯
上
線
の
坪
野
部
落
か
ら
坪

野
小
学
校
問
で
県
が
河
川
水
を
利
用
し
た
路
面

流
雪
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
河
川
水
の
利
用
に

は
O
水
利
権
の
確
保
O
河
川
管
理
者
の
承
認
な

ど
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

O
冬
期
の
水

温
が
融
雪
用
と
し
て
適
し
て
い
る
か
O
地
下
水

と
比
べ
約

3
倍
の
流
量
が
必
要
だ
が
必
要
流
量

が
継
続
し
て
取
水
可
能
か
O
道
路
の
勾
配
や
排

水
構
造
が
適
当
か
な
ど
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
問
題
点
を
考
慮
し
な
が
ら
立
地
条

件
の
適
し
た
場
所
が
あ
れ
ば
、
今
後
の
研
究
課
題

と
し
て
取
り
組
ん
で
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
道
の
除
雪
は
、
こ
れ
か
ら
も
機
械
除
雪
を

基
本
と
し
て
行
っ
て
い
く
考
え
で
す
。

画
コ
ン
ポ
ス
ト
な
ど
ゴ
ミ
自
家
処
理
器
の
購
入

に
助
成
金
を
交
付
し
て
ほ
し
い
。

|
|
平
成

5
年
度
か
ら
l
基
に
つ
き

3
0
0
0

円
1
4
0
0
0
円
の
助
成
を
考
え
て
い
ま
し
た

が
、
早
急
に
補
正
予
算
を
組
み
、
対
応
し
ま
す
。

圃
県
道
坪
野
・
湯
上
線
と
ス
ー
パ
ー
農
道
の
交

差
点
に
信
号
機
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。

|
|
信
号
機
の
設
置
は
、

富
山
県
公
安
委
員
会

が
行

っ
て
い
ま
す
。
地
元
の
要
望
に
つ
い
て
は

市
か
ら
も
強
く
訴
え
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
観
音
堂
公
民
館
横
の
交
差
点
に
は
叩

月
末
頃
ま
で
に
信
号
機
が
設
置
さ
れ
る
と
聞
い

て
い
ま
す
。

力日
参只

Aj積
者日地

25区

圃
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
の
工
事
着
工
は
い

っ
か
。
ま
た
、
農
産
物
加
工
所
を
併
設
し
て

ほ
し
い
。

|
|
平
成

5
年
5
月
に
着
工
す
る
予
定
で
す
。

現
在
、
基
本
設
計
を
委
託
し
て
い
ま
す
。

農
産
物
加
工
所
を
併
設
し
て
ほ
し
い
と
の
要

望
で
す
が
、
現
時
点
で
は
困
難
で
す
。
用
地
は

必
要
最
小
限
し
か
確
保
し
て
い
な
い
の
で
併
設

す
る
と
な
れ
ば
、
新
た
に
増
築
分
の
用
地
を
確

保
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
共
用
部

分
の
費
用
負
担
問
題
も
出
て
き
ま
す
。
事
業
計

画
を
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

同
セ
ン
タ
ー
と
は
別
に
、
新
し
く
建
て
て
ほ

し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
関
係
機
関
と
協

議
す
る
な
ど
今
後
の
課
題
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

圃
吉
島
市
営
住
宅
の
こ
と
も
含
め
、
老
朽
化
し

て
い
る
市
営
住
宅
の
建
て
替
え
計
画
を
伺
い

た
い
。

|

|
市
で
は
、
現
在
比
団
地

6
3
3
戸
の
市
営

住
宅
を
管
理
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
小
川

目
、
天
王
、
西
川
原
、
上
野
方
、
吉
島
の

5
団

地
が
建
て
替
え
計
画
に
入
っ
て
い
ま
す
。
建
て

替
え
の
順
序
に
つ
い
て
は
、
今
後
議
会
な
ど
と

協
議
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
建
て
替
え
に

際
し
て
は
、
若
者
が
魅
力
を
感
じ
る
よ
う
な
、

ま
た
、
老
人
世
帯
や
一
人
暮
ら
し
世
帯
の
方
が

生
活
し
や
す
い
と
感
じ
る
よ
う
な
も
の
に
し
た

い
考
え
で
す
。

吉
島
市
営
住
宅
は
、
魚
津
大
火
後
の
昭
和
白

年
に

1
5
0
戸
、
昭
和
初
年
に
初
戸
建
設
し
ま

し
た
。
建
設
後
初
年
以
上
経
っ
て
お
り
老
朽
化

が
著
し
い
わ
け
で
す
が
、
入
居
率
が
剖

・
5
%と

非
常
に
高
い
の
で
、
す
ぐ
に
建
て
替
え
る
の
は

難
し
い
と
思
い
ま
す
。

圏
各
家
庭
の
下
水
道
本
管
へ
の
取
付
け
工
事
が

遅
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

|

|
ご
指
摘
さ
れ
た
通
り
取
り
付
工
事
は
遅
れ

て
い
ま
す
。
第
一
期
工
事
計
画
は
、
約

5
0
0

0
戸
の
取
り
付
け
を
計
画
し
て
い
ま
す
が
、
現

在
の
と
こ
ろ
四
百
数
十
戸
が
取
付
け
を
終
え
て

い
る
だ
け
で
す
。

下
水
道
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
地
域

の
方
に
は
、
早
く
工
事
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う

融
資
の
あ

っ
せ
ん
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

あ
の
市
指
定
業
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
ま
た
、

市
広
報
で

一
層

P
R
し
な
が
ら
計
画
に
近
づ
け

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

下
参2中
T8島
一地

25区

画
県
新
川
文
化
ホ

l
ル
(
仮
称
)
建
設
に
伴
う
、

周
辺
地
域
の
環
境
整
備
な
ど
将
来
計
画
を
伺

い
た
い
。

ー
ー
ー
県
新
川
文
化
ホ

l
ル
を
中
心
に
、
周
辺
地

域
を
文
化
創
造
の
拠
点
と
す
る

「
文
化
の
園
」

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

同
文
化
ホ

l
ル
の
建
設
に
伴
い
、
国
道
d
v

号

バ
イ
パ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
道
路
網
が
整
備
さ

れ
ま
す
。
住
宅
が
建
て
ら
れ
た
り
、
郊
外
型
の

大
型
庖
舗
が
進
出
し
て
く
る
な
ど
相
当
開
発
さ

れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
市
に
お
い
て
も
、

宅
地
や
企
業
団
地
の
造
成
を
検
討
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

圃
小
学
校
プ

l
ル
の
今
後
の
整
備
計
画
を
伺
い

た
い
。

|
|
』
昭
和
幻
年
に
本
江
小
学
校
プ
ー
ル
を
建
設

し
て
以
来
、
平
成
2
年
ま
で
の
お
年
間
を
か
け
て

市
内
の
全
小
学
校
(
日
校
)
に
プ

l
ル
を
設
置

し
ま
し
た
。

今
後
は
、

初
年
以
上
経
過
し
た
施
設
を
目
途
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と
し
て
全
面
改
修
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
改
修
に
あ
た
っ
て
は
、
原
則
と
し

て
上
屋
を
設
け
た
全
天
候
型
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

今
年
度
に
全
面
改
修
を
行
う
本
江
小
学
校
プ

ー
ル
は
、
こ
の
全
天
候
型
に
す
る
計
画
で
す
。

圃
早
月
川
右
岸
の
河
川
敷
を
利
用
し
、
国
道

8

号
線
か
ら
海
岸
ま
で
直
接
抜
け
る
こ
と
が
で

き
る
道
路
を
つ
く
っ
て
は
ど
う
か
。

|
|
早
月
川
の
河
口
付
近
は
、
日
・

l

h
の
敷
地

す
べ
て
総
合
公
園
に
な
っ
て
い
ま
す
し
、
国
道

8
号
線
よ
り
上
(
山
側
)
は
、
早
月
川
緑
地
事

業
で
日・

4

h
を
公
園
整
備
し
て
い
ま
す
の
で
、

河
川
敷
に
は
道
路
を
つ
く
る
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り

ま
せ
ん
。

圃
「
市
長
と
語
る
会
」
を
今
後
も
続
け
て
ほ
し

、.n
v

'
t
w
 

|
|
「
語
る
会
」
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
幅

広
く
意
見
を
聴
き
、
市
政
に
反
映
し
よ
う
と
行

っ
て
お
り
、
年
内
に
日
地
区
全
て
を
回
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

日
地
区
全
て
が
終
わ
っ
た
ら
こ
れ
で
4
年
間

し
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ご
要

望
が
あ
り
次
第
い
つ
で
も
皆
さ
ん
の
意
見
を
拝

聴
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
遠
慮
な
き
ら

ず
に
市
の
方
へ
ど
し
ど
し
・
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

経
参 Q

耐困
者3
j日地
O実口
名施白血

広報うあ、づ

圃
国
道

8
号
バ
イ
パ
ス
の
経
団
区
間
の
現
状
を

伺
い
た
い
。

|
|
平
成

2
年
に
江
口
か
ら
入
善
ま
で
の
日
同

(5) 

が
都
市
計
画
決
定
し
、
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

こ

の
う
ち
、
入
善
・黒
部
聞
の

7
・
8
M
は
事
業
化

さ
れ
ま
し
た
が
、
魚
津
市
内
の
経
団
区
間
に
つ

い
て
は
事
業
化
の
目
途
は
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。

建
設
省
で
は
、
現
在
市
内
で
行
わ
れ
て
い
る
魚

津
バ
イ
パ
ス
と
魚
津

・
滑
川
バ
イ
パ
ス
の
工
事

の
進
み
具
合
を
見
な
が
ら
事
業
化
し
て
い
く
考

え
の
よ
う
で
す
。

園
北
陸
新
幹
線
魚
津
駅
乗
り
入
れ
に
伴
う
法
線

は
ど
こ
を
通
過
す
る
の
か
伺
い
た
い
。

|
|
新
幹
線
問
題
に
つ
い
て
は
、
新
聞
な
ど
で

皆
さ
ん
承
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

石
動

・
金
沢
聞
は
、
先
日
、
起
工
式
が
行
わ

れ
本
格
着
工
し
ま
し
た
。
糸
魚
川

・
魚
津
間
に

つ
い
て
は
、
来
年
の
着
工
を
め
ざ
し
て
、
予

算
化
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
こ
の
法
線
に

つ
い
て
は
、
は

っ
き
り
と
し
た
ル

l
ト
が
発
表

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
来
年
度

8
月
に
見
直
す
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
時
に
は
、
魚
津

・
富

山

・
高
岡
聞
の
白
地
地
区
に
つ
い
て
も
明
確
に

な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

在
来
線
に
つ
い
て
は
、
沿
線
の
市
町
が
そ
れ
ぞ

れ
第
三
セ
ク
タ
ー
で
運
行
す
る
と
い
う
こ
と
に

一
応
は
決
定
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
受
け
て
運

輸
省
で
は
、
来
年
度
か
ら
本
格
的
に
着
工
し
よ

う
と
し
て
い
る
訳
で
あ
り
ま
す
。

今
の
と
こ
ろ
、
市
に
お
い
て
も
、
は

っ
き
り

し
た
法
線
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
明
確
に
な
り
次

第
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

圃
片
貝
川
の
堤
防
に
遊
歩
道
を
つ
く
る
な
ど
し

て
憩
い
の
場
と
し
て
整
備
し
て
ほ
し
い
。

|

|
J
R
本
線
か
ら
落
合
橋
ま
で
の
約

1
3
0

o
mを
「
桜
づ
つ
み
モ
デ
ル
事
業
」
に
よ

っ
て

今
年
度
か
ら
整
備
し
ま
す
。

こ
の
事
業
は
建
設

省
が
進
め
て
い
る
事
業
で
、
堤
防
を
強
化
し
、

桜
を
植
え
、
遊
歩
道
を
設
置
す
る
と
い
う
も
の

で
、
富
山
県
と
市
が
合
同
で
行
い
ま
す
。

ま
た
、
片
貝
川
で
は
、
河
口
か
ら
北
陸
自
動

車
道
ま
で
の
約

4
7
0
0
m
の
区
間
で
、
中
小

河
川
改
修
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ

ま
で
に
国
道

8
号
線
下
の
右
岸
約

3
0
0
m
の

改
良
が
終
わ
り
ま
し
た
。
片
貝
川
の
改
良
に
つ

い
て
は
、
今
後
も
国
や
県
に
強
く
働
き
か
け
て

い
き
ま
す
。

※大町地区は、 9月28日に終了しましたので

ご了承ください。

「
市
長
と
語
る
会
」
の
ご
案
内

市
民
の
皆
さ
ま
の
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

問
い
合
わ
せ

企
画
広
報
室
広
報
広
聴
係

mu
但

1
2
2
0
0
内
線

1
6
1

「市長と語る会」実施日程(予定)

地区 日 時 ぷz〉z、 場

※ 9月28日(木)
大 町

午後 7時~
大町公民館

西布施
10月5日(月)

西布施公民館
午後 7時~

村 木
10月7日(水)

村木公民館
午後 7時~

道 下
10月29日(ボ

道下公民館
午後 7時~

片 貝
11月2日(月)

片員公民館
午後 7時~

上中島
11月10日伏)

上中島公民館
午後 7時~

天 神
11月26日(桐

天神公民館
午後 7時~

上野方
12月2日(樹

上野方公民館 | 
午後 7時~
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市
政
の
動
き

一一一一一一一一一一一一平成4年10円

9
月
市
議
会
定
例
会

9
丹
市
議
会
定
例
会
は
、

9
日
か
ら
辺
日
ま
で

の
は
日
聞
の
日
程

で
聞
か
れ
ま
し
た
。
提
出
さ
れ
た
お
議
案
の
う
ち
は
議
案
は
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
、
平
成

3
年
度

一
般
及
び
特
別
会
計
な
ど
決
算
認
定

に
か
か
る
議
案
は
、
決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
し
、
継
続
審
議
と
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

議

決

さ

れ

た

案

件

V
平
成

4
年
度
魚
津
市
一
般
会
計
補

正
予
算

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

5
億

5
、

2
7
7
万

1
千
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

1
5

1
億

7
、
0
8
9
万

6
千
円
と
す
る
も

の
で
、
そ
の
主
な
内
容
は
、

民
生
費

国
民
年
金
事
務
特
別
対
策

事
業
費

8
2
0
万
円
、
民
間
保
育
所

建
設
等
補
助
金

2
、

5
7
0
万
円
を

計
上
。

衛
生
費

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
費

補
助
金

1
、

2
8
0
万
円
、
老
人
保

健
事
業
費

1
、

3
6
0
万
円
、
下
水

道
事
業
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金

3
、

6
3
0
万
円
を
追
加
計
上
。

農
業
水
産
費

県
単
土
地
改
良
整
備

事
業
費

6
、

1
0
0
万
円
、
新
沿
岸

漁
業
構
造
改
善
事
業
等
補
助
金

1
、

5
5
0
万
円
、
漁
業
振
興
基
金
積
立

金

4
、

0
0
0
万
円
を
計
上
。

商
工
費

小

口
事
業
資
金
預
託
金
1
、

3
1
0
万
円
を
追
加
計
上
。

土
木
費

魚
津
滑
川
バ
イ
パ
ス
事
務

費

8
4
0
万
円
、
湯
上
地
内
の
急
傾

斜
地
崩
壊
対
策
事
業
費
l
、

5
4
0

万
円
、
市
道
の
新
設
改
良
舗
装
及
び

維
持
費
l
億

l
、

1
3
0
万
円
、
河

川
及
び
排
水
路
改
修
費

5
0
0
万
円
、

市
営
住
宅
の
水
洗
化
工
事
費

6
8
0

万
円
、
北
鬼
江
吉
島
立
体
交
差
事
業

費

6
、

3
5
0
万
円
を
計
上
。

消
防
費

新
庁
舎
の
設
計
及
び
地
質

調
査
費
用

2
、

2
0
0
万
円
、
県
道

拡
幅
に
伴
う
防
火
水
槽
移
設
費

5
1

0
万
円
を
計
上
。

教
育
費

本
江
小
学
校
プ
l
ル
改
築

事
業
費

3
、

0
0
0
万
円
、
東
部
中

学
校
別
館
改
築
設
計
委
託
料

l
、
。

5
0
万
円
、
松
倉
城
跡
調
査
事
業
費

3
2
0
万
円
、
総
A
H
体
育
館
外
照
補

修
工
半
引
等

l
、

6
2
0
万
円
を
計

上
。こ

れ
ら
の
続
的
の
財
似
と
し
て
、

地
方
交
付
税
、
分
川
一
金
及
び
負
机
金
、

使
用
料
及
び
手
数
料
、
国
庫
支
出
金
、

県
支
出
金
、
財
産
収
入
、
寄
付
金
、

繰
越
金
、
諸
収
入
及
び
市
債
を
充
当

し
ま
す
。

V
平
成

4
年
度
魚
津
市
下
水
道
事
業

補
正
予
算
及
び
魚
津
市
農
業
集
落

排
水
事
業
・
魚
津
市
簡
易
水
道
事

業
・
魚
津
市
国
民
健
康
保
険
事
業

.
魚
津
市
農
業
共
済
事
業
の
補
正

予
算

V
平
成

4
年
度
魚
津
市
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算

V
平
成

2
年
度
魚
津
市
継
続
費
精
算

報
告
書
に
つ
い
て

V
魚
津
市
漁
業
振
興
基
金
条
例
の
設

{
疋
に
つ
い
て

V
魚
津
市
妊
産
婦
医
療
費
助
成
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
V
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

V
魚
津
市
文
化
の
圏
整
備
事
業
施
設

(
富
山
県
新
川
文
化
ホ

l
ル
〈
仮

称
〉
)
の
建
設
工
事
の
委
託
に
関

す
る
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

V
北
鬼
江
踏
切
道
除
却
こ
線
橋
新
設

工
事
の
委
託
協
定
変
更
に
つ
い
て

V
農
業
集
落
排
水
事
業
東
城
地
区
処

理
施
設
建
設
工
事
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て

同

.:::Jo::. 

思

案

件

V
魚
津
市
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任

に
つ
い
て
同
意

高
山
市
新
庄

ω番
地

成

瀬

弘

生

氏

V
魚
津
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
い
て
同
意

魚
津
市
本
町

2
丁
目
4
番

5
号

村

井

敏

雄

氏
(
再
任
)

魚
津
市
緑
町

1
番

7
号

小

杉

紘

平

氏

魚
津
市
浜
経
回
目
番
地

江

幡

謙

次

氏

継
続
審
議
と
な
っ
た
案
件

マ
平
成

3
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
及
び
魚
山
市
下
水
道
事
業

・

魚
津
市
農
業
集
部
排
水
事
業

・
魚

作
市
簡
易
水
道
事
業

・
魚
津
市
国

民
健
康
保
険
事
業

・
魚
津
市
主
人

保
険
医
療
事
業

・
魚
津
市
農
業
共

済
事
業

・
魚
津
市
水
族
館
事
業
の

各
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
並
び

に
魚
津
市
水
道
事
業
会
計
決
算
の

認
{
疋
に
つ
い
て

決
算
特
別
委
員
会
委
員

。
浜

多

弘

之

菊

池

達

庚

清

河

貢

朝

野

幹

子

浜
谷
佐
久
三

(O
委
員
長

〈
敬
称
略
〉

O
津

崎

尚

武

越

川

弥

生

清

水

修

三

古

金

広

竹

内

進

O
副
委
員
長
)

行
政
相
談
週
間
叩
月
日
日
(
日
)
j
η
日
(
土
)

な
ん
で
も

行
政
相
談
所
を
開
設

-10と

午月き

後23
!日
Hマt" ，..町、

1金
a 、...."

時

-
と
こ
ろ

福
祉
セ
ン
タ
ー
百
楽
荘

-
行
政
相
談
委
員

窪

田

義

久

持
光
寺

W

g
n

ー

5
3
1
8

住
吉
智
恵
子

末
広
町
叩
|
口

2
n
l
3
9
0
6
 

・
富
山
行
政
監
察
事
務
所

富
山
合
同
庁
舎

5
階

富
山
市
牛
島
新
町
日
|
7

2
0
7
6
4
1
訂

1
1
1
0
0



平成 4 年10月 側関関関側関側一…~側側側~側側側関欄~

1口周258(自)1=投票田で宮

広報うあ、づ(7) 

山県知事選塁手
。
告
示
日

叩
月

5
日
(
月
)

。
投
票
日

叩
月
お
日
(
日
)

。
投
票
時
間

午
前

7
時
f

)

午
後

6
時

投
票
の
で
き
る
方

昭
和

U
年
叩
月
お
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方
で
、
平
成

4
年
目
月

4
日
現

在
で
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
方
で
す
。

-
転
入
さ
れ
た
場
合
は
、
平
成
4
年

7
月

4
日
ま
で
に
市
民
課
へ
転
入

届
を
提
出
さ
れ
た
方
。

-
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

方
で
、

富
山
県
内
の
他
の
市
町
村

に
住
所
を
移
し
た
場
合
は
、
転
出

先
の
市
町
村
長
の
発
行
す
る
居
住

証
明
書
を
提
示
す
れ
ば
、
従
前
の

市
町
村
で
投
票
で
き
ま
す
。

投

票

所

入

場

券

入
場
券
は
各
世
帯
へ
郵
送
し
ま
す

が
、
万
一
手
違
い
で
届
か
な
か

っ
た

り
粉
失
し
た
場
合
は
、
投
票
所
で
係

員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
入
場
券

が
な
く
て
も
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
。

不

在

者

投

苦言
フま，

日
月
お
日
の
投
票
日
に
、
旅
行
な

ど
で
投
票
所
に
行
く
こ
と
が
で
き
な

い
方
は
、
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

期

間

日

月

5
日
(
月

)i
μ
日
(
土
)

時
間

平
日
・
土
曜
日
・日
曜
日
と
も
に

午
前
8
時
初
分

1
午
後

5
時

場

所

市

役

所

2
階
第

2
会
議
室

印
鑑
を
必
ず
持
参
く
だ
さ
い
。

入
場
券
が
な
く
て
も
不
在
者

投
票
が
で
き
ま
す
。

郵
便
に
よ
る

不
在
者
投
票

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
方
に

は
、
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
制

度
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
障
害
者
手

帳

・
戦
傷
病
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

で
、
二
疋
の
要
件
に
該
当
す
る
方
の

み
で
す
の
で
、
早
目
に
市
選
挙
管
理

委
員
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

い

合

わ

せ

先

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

E
nー

2
2
0
0
内
線

2
3
1

市
職
員
採
用
誠
験

申
し
込
み
期
間

平
成

4
年
間
月
5
日
(
月
)
i四
日
(
火
)

試験日・場所 1tι ， 験 資 格 人 員 職種区分

第第
者の格取得込資見 理管末月 l立有すを 養栄士 者た でま4年6日2和昭 理タ陣氏

次 次 養栄士 日平成 でに 4か 38 草
. 試験 . 験試

ま 5者るの 、生月ら年
養士栄

技 上

で年 格資管理ま 1和昭 4

接試験面 11 作文 11 

のに 3又 れ日月

月試験 月
取得見込士で年者又格有す資を建築士 たま 462 和昭10 IR: 1 

に 3 者で年日 建
日日

上以 二末月は でに 4か 35 草，..町、，..町、、
築 祢1級

火・日 の築建級 平成 上以 、生月ら年、.__，.、、_.，
の日 二ま 1Bg 4 

館魚津市会民 体(r土力防テスト肖 役所魚津市叶

者格資 ま 6るの級れ日和昭 月 士

者所住有すを 魚津市で内 有す力を 卒業程度 た ま50 2 和昭
1肖 o 初

者でにで年4か日 47 若干
、生月ら年 防

者るの校高ま 1和昭 4
名 女炉 ι. 級

、、_.， るに学れ日月 士

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

魚

津

市

役

所

総

務

課

職

員

係

干

W
魚
津
市
釈
迦
堂

l
i
m
-
-
g
n
l
2
2
0
0
内
線

2
2
2



(8) 広報うあ、づ

健
連
怒
る
わ
た
し
た
ち
の
国
保

市
民
課
国
保
係
企
但

1
2
2
0
0
内
線

1
1
5
・1
1
6

一一一一一…一一…一一一平成4年10月

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

国
民
健
康
保
険
税

国
民
健
康
保
険
(
以
下
「
国
保
」
)
は
、
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
と
き

の
医
療
費
の
負
担
を
軽
く
し
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
医
療
を
安
心

し
て
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
日
ご
ろ
健
康
な
時
か
ら
保
険
税
を
出

し
合
っ
て
医
療
費
に
あ
て
る
相
互
扶
助
制
度
で
す
。

0
保
険
税
は

国
保
制
度
は
、
基
本
的
に
加
入
者

が
納
め
る
保
険
税
に
よ
っ
て
成
り
立

っ
て
い
ま
す
。

保
険
税
は
、
国
や
県
な
ど
の
補
助

金
と
あ
わ
せ
て
、
医
療
費
の
支
払
い

に
あ
て
ら
れ
る
大
切
な
財
源
で
す
。

保
険
税
が
未
納
に
な
る
と
、
国
保
事

業
の
健
全
な
運
営
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

!~~泌 司 謹J

。=伊~

滞納するとみんなが困ります

O
保
険
税
の

納

入

は

・

・

-

保
険
税
は
、
年
4
回

(
7
月

・
9

月

・
日
月

・
2
月
)
に
分
け
て
納
め

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

現
在
、
第
二
期
分
ま
で
の
納
入
期

日
が
過
ぎ
て
い
ま
す
。
納
め
忘
れ
が

な
い
か
も
う
一
度
お
確
か
め
く
だ
さ

O
保
険
税
を

滞

納

す

る

と

・

.. 

正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
保
険
税

を
納
め
な
い
世
帯
に
は
、
次
の
よ
う

な
措
置
を
と
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

O
保
険
証
の
返
還

保
険
証
を
返
し
て
い
た
だ
き
、
代

り
に
「
被
保
険
者
資
格
証
L

を
渡
し

ま
す
。

こ
の
場
合
、
医
療
費
は
一
時

全
額
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

(
後
日
、
申
請
す
れ
ば
国
保
で
相
当

額
を
支
払
う
)。

O
保
険
給
付
の
差
し
止
め

国
保
で
行
っ
て
い
る
保
険
給
付
の

全
て
、
ま
た
は
、
そ
の
一
部
を
差
し

止
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
こ
れ
ら
の
措
置
は
、
保
険
税
を
納

め
ら
れ
る
と
解
か
れ
、
保
険
証
を
お

渡
し
し
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

ド
ッ
グ

O
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ド
ッ
グ
と
は
:
・

病
気
の
診
断
で
は
な
く
、
保
健
指

導
を
行
う
た
め
の
も
の
で
、
健
康
情

報
調
査
表
に
、
自
覚
症
状

・
日
常
生

活
の
様
子

・
現
在
か
か
っ
て
い
る
病

気
な
ど
を
記
入
し
て
、

コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
に
判
定
し
て
も
ら
い
ま
す
。

0
対
象
者
は
・
:

国
保
加
入
者
で
満

ω歳
か
ら
満
必

歳
ま
で
の
方
。

O
費
用

無
料
(
全
額
国
保
で
負
担
し
ま
す
)

0
調
査
表
の
発
送

対
象
者
に
直
接
郵
送
し
ま
す
。
調

査
表
を
-
記
入
し
た
後
に
市
民
課
国
保

係
ま
で
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

¥
車
問
通
待
阜
の
お
知
5
世
フ

f

市

都

市

計

画

課

¥

i

倉
田

1
2
2
0
0内
線

3
4
2
1

工
事
期
間
中
は
皆
さ
ま
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〕
J
R
魚
津
駅
前
広
場
j

(
魚
津
駅
前

5
号
線
)

μ

フ
ァ
ー
ス
ト
ホ
テ
ル
区
間

魚
津
駅
西
地
区
土
地
区
画
援
理
事

業
に
よ
る

「魚
津
駅
地
下
道
線
新
設

工
事
」
の
た
め
、
工
事
期
間
中
は
車

の
通
行
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

期
間

平
成

4
年
9
月
初
日
f-1'

平
成

6
年

3
月
引
日

※歩行者・自転車は通れます

「

問
問
。
ハ
H
h
h川
H
い
け
い
け



平成 4年10月欄欄欄欄州側側州側側州側側側側側側州側側肉欄側側欄側側側関側州側側側側側側側側側側側側側闘い、

増
胞
侶
容
器ー

購
入
巴
助
成
傘
を
夜
付

簡
易
焼
却
炉

2
1日

以
降
の
購
入
分
よ
り
適
用
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
生
活
環
境
課
清
掃
係

包
但

1
2
2
0
0
内
線

1
4
2

家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
ゴ
ミ
の
減
量
化
・
資
源
化
を
図

る
た
め
、
叩
月

1
日
か
ら
堆
肥
化
容
器
と
簡
易
焼
却
炉

の
購
入
に
対
し
て
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

(9) 

簡
易
焼
却
炉

広報うあ、づ

堆肥化容器の使用に際しては、

悪臭及び害虫などが発生しない

よう十介注意してくださ L、。

-
簡易焼却炉の使用に際しては、

火災及び煙害などが発生しない

よう十介に注意してください。

マ
助
成
金
額

O
堆
肥
化
容
器(

コ
ン
ポ
ス
ト
)

3
、
0
0
0
円
(
1
基
)

-
購
入
金
額
6
、
0
0
0
円
以
上
の
も
の

.
一
世
帯
に

2
基
ま
で

O
簡
易
焼
却
炉

1
0
、
0
0
0
円
(
1
基
)

-
購
入
金
額
2
0
、
0
0
0
円
以
上
の
も
の

.
一
世
帯
1
基

※
叩
月

1
日
以
降
に
購
入
さ
れ
た
も
の
が

助
成
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

マ
申
し
込
み
方
法

市
生
活
環
境
課
で
発
行
す
る
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
領
収
書
(
購

入
月
日
、
品
名
、
販
売
庖
が
は

っ
き
り

わ
か
る
も
の
)
を
添
付
し
、
市
生
活
環

境
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〕
全
労
済
魚
津
支
所
f

t

)

(

古
島
中
川
側
線
)

じ

北

陸

本

線

区

間

O
工
事
②
区
間

・
全
労
済
魚
津
支
所
f
)
北
陸
本
線

.
コ
ン
セ
l
ル
ド
ミ
ノ
前

i
浦
辺
工
務
庖

※
特
に
工
事
②
区
間
は
、
日
中
桁
運

搬
、
架
設
の
集
中
し
た
工
事
に
な
り

ま
す
。

叩
月

5
日
(
月
)

(
)
叩
月
叩
日
(
土
)

北
鬼
江
古
島
線
の
立
体
交
差
事
業

に
よ
る
「
P
C
桁
架
設
工
事
」
の
た

め
、
工
事
期
間
中
は
車
の
通
行
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

期
間

O

工
事
①
区
間

・
ス
イ
ミ
ン
グ
ア
カ
デ
ミ
ー
前

ー
北
陸
本
線

9
月
引
日
(
月
)

(
)
日
月

5
日
(
木
)



(10) 広報うおづ

経団保育園

9月7日、経団保育園の園児109人と地域のお年

寄り 20人との V、れあいぶどう狩りいが、天神山

のぶどう園で行われていました。

園児たちは、自分たちの手が届かない高い所に

実っているぶどうをただ見上げるはカ‘り 。そんな

園児たち一人ひとりに おじいちゃんやおばあち

ゃんが、ぶどうを摘み取って手渡していました。

ぶどうは大粒のキャンベル、一房で両手いっぱ

いになりました。そのぶどフを園児たちは、一粒

一粒おいしそうに食べていました。お年寄りたち

も、また、そんな園児たちの姿を見て、ほほえま

しく思いながらぶどつを口に含んでいました。

一…一一一一一一一一一側一平成4年10月

ぶどう狩り

定申告. .-:<; .... "":- 'ír崎嶋崎側神棚栴輸線脚酬額，~様蜘栴h

g 魚津大火記念「消防訓練Jl 
昭和31年 9月10日に起った魚津大火のような大火を

災を二度と繰り返さないょっにと 9月10日夜、中央

通りで消防職員と消防団員など約150名が参加して、

「魚津大火記念 消防訓練」が行われました。

訓練は、午後 7時50分、中央通りの商店街から出

火。火災は強風と発見の遅れから延焼拡大しており 、

逃げ遅れた人がビルの中から助けを求めている、と

の想定で始められました。

市民の消火器による初期消火訓練、逃げ、遅れた人

の救助訓練。消防車による放水 ・消火訓練など火災

の発生から鎮火までの一連の訓練が、本番きながら

に行われました。

円蜘持ご二口一一叫叩醐

均株晶智明
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憩
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c 

片
員
谷
の
最
も
奥
の
集
落
で
あ
る

奥
平
沢
か
ら
さ
ら
に

2
M
ほ
ど
上
流

に
木
地
平
と
呼
ば
れ
る
所
が
あ
る
。

今
は
、
植
林
さ
れ
た
杉
林
に
覆
わ

れ
て
い
る
が
、
明
治
の
頃
ま
で
は
、

民
家
が
建
っ
て
い
た
。
杉
林
の
中
に

は
、
ま
だ
石
垣
や
井
戸
跡
な
ど
が
残

っ
て
い
る
。

木
地
平
は
、
江
戸
時
代
に
木
地
師

に
よ
っ
て
聞
か
れ
た
集
落
で
、
魚
津

の
代
表
的
産
業
で
あ
っ
た
漆
器
の
素

地
が
作
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
木
地
師

た
ち
が
祭
っ
た
の
が
木
地
屋
神
で
あ

り
、室
町
時
代
の
作
と
推
定
さ
れ
る
、

応
神
天
皇
の
座
像
で
あ
る
。

木
地
屋
神
は
、
現
在
は
(
株
)
北
陸

精
機
の
工
場
(
道
坂
)
の
一
角
に
あ

る
木
地
屋
神
社
に
納
め
ら
れ
て
い
る

が
、
こ
こ
に
落
ち
着
く
ま
で
に
は
長

い
流
転
の
歴
史
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

あ
の
人

ζ
の
ク
仰

l
フ

「
全
国
に
は
私
な
ん
て
足
元
に
も

全
国
身
体
障
害
者

ば
な
い
よ
う
な
す
ご
い
人
が
た
く

ス

ポ

ー

ツ

大

会

に

さ
ん
い
る
と
思
い
ま
す
。
友
だ
ち
は
、

出

場

す

る

。
優
勝
し
て
き
て
ね
。
と
い
い
ま
す

が
、
私
は
、
自
分
の
持
っ
て
い
る
力

を
全
て
出
せ
れ
ば
そ
れ
で
満
足
で
す
」

と
話
す
の
は
、
日
月
凶
日

-m日
の

屋ゃ

松
3工

鈴Z
子こ
さ

市ん
内 73
必読
lTl 、、_.;

の

神

千葉

木
地
の
材
料
と
な
る
栃
の
木
を
求
め

て
移
住
し
た
木
地
師
の
歴
史
と
重
な

る
。
木
地
師
は
、
げ
世
紀
に
松
倉
か

ら
木
地
平
に
移
り
、
そ
の
後
、
日
世

紀
に
棚
山

(
朝
日
町
)
に
移
住
し
た
。

木
地
屋
神
も
一
緒
に
移
っ
て
い

る
。

時
代
と
と
も
に
棚
山
に
木
地
師
が
い

な
く
な
り
、
木
地
屋
神
は
、
魚
津
市

内
の
木
地
師
の
末
、
え
い
の
個
人
の
家

に
置
か
れ
て
い
た
。

一
時
期
、
歴
史

民
俗
資
料
館
に
展
示
さ
れ
て
い
た
が
、

昭
和
町
年
に
木
地
屋
神
社
が
建
て
ら

れ
、
そ
こ
に
納
め
ら
れ
た
。
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両
日
山
形
県
天
童
市
(
今
年
開
催
さ

れ
た
べ
に
ば
な
国
体
と
同
会
場
)
で

行
わ
れ
る

n
全
国
身
体
障
害
者
ス
ポ

ー
ツ
大
会
(輝
き
の
べ
に
ば
な
大
会
)
。

に
富
山
県
代
表
選
手
と
し
て
出
場
す

る
松
江
鈴
子
さ
ん
。

「カ

l
ル

・
ル
イ
ス
が
好
き
」
と

い
う
鈴
子
さ
ん
は
、
こ
の
大
会
、
陸

¥
J

上
競
技
l
聴
覚
障
害
部
門
の

4
0
0

M
競
走
と
走
り
幅
跳
び
の

2
種
目
に
今
回
の
出
場
に
つ
い
て
母
親
の
佐

出
場
し
ま
す
。
県
予
選
を
兼
ね
た
記
和
子
さ
ん
は
、
「
良
い
結
果
が
出
れ
ば

録
会
で
は
、

4
0
0
M
競
走
で
県
新
そ
れ
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
の
で
す

記
録
を
出
し
て
お
り
、
上
位
入
賞
が
が
、
そ
れ
以
上
に
、
全
国
に
た
く
さ
ん

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

の
友
人
を
つ
く
っ
て
き
て
く
れ
る
こ

学
校
(
富
山
ろ
う
学
校
)
で
は
卓
と
を
望
ん
で
い
ま
す
口
と
話
し
ま
す
。

球
部
に
所
属
し
て
お
り
、
陸
上
競
技
こ
の
大
会
に
は
、
全
国
か
ら
選
手

の
練
習
は
特
別
し
て
い
な
い
と
い
う
役
員
な
ど
合
わ
せ
て

2
3
0
0
人
が

こ
と
で
す
が
、
小

き

い

頃

か

ら

走

る

参

加
。
富
山
県
か
ら
は
初
人
の
選
手

こ
と
は
好
き
だ

っ
た
と
い
い
ま
す
。

が
出
場
し
ま
す
。

仏
海
気
梁
d

雪
と
ス
ワ
ス
一候
ち
ゃ
ん
一

上
田
期
会
く
ん

(
義
文

・
淑
子
さ

加

納

彩

ち
ゃ
ん
(
尚
哉

・
純
子
き

ん

夫

妻

の

長

男

)

印

田

ん

夫

妻

の

長

女

)

吉

島

平
成
2
年

ロ

月

時

日

生

ま

れ

平

成

3
年
2
月
5
日
生
ま
れ

月見だんご作り大町幼稚園
中秋の名月となった 9月11日、大町幼稚園で

園児たち67人(年長36人、年中31人)が、 「月見

だんご作り 」に取り組んでいました。

粘土遊びさながらに作られただんごは、真ん丸

のものばかりではなく、アンパンマンやパイキン

マンをかたどったと思われるものもありました。

出来上っただんごは、すぐにゆでられ、黄粉

をまぶしてススキの穂、が飾られたテーブルに運

ばれました。

月見には、まだまだ早い時間ではありました

が、 、きのうお父さんと見たw という月を思い

浮べながら、自分たちの作っただんごをおいし

そうに食べていました。

¥ ‘ ¥、、 よよ.~
¥ご¥ 戸、可、

ス
υ
l
ク
イ
l
u
J紹介・・・・・・・・⑦

市
外
の
人
に
は
、
な
か
な
か
理
解

し
て
も
ら
え
な
い
の
で
す
が
、
魚
津

と
い
う
町
は
、

H

味
わ
い
が
あ
っ
て
す

て
き
な
町
。
だ
と
思
い
ま
す
。
海
と

山
が
同
時
に
見
れ
、
水
も
き
れ
い
で

す
。
歩
い
て
い
る
だ
け
で
気
持
ち
が

和
ん
で
き
ま
す
。

ー
こ
れ
か
ら
一
年
間
、
大
変
忙
し
く

な
り
ま
す
ね
。

一
年
間
、
い
ろ
ん
な
行
事
に
出
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
美
し
い
自
然

特
産
品
、
暖
か
い
人
情
な
ど
自
分
な

り
に
魚
津
の
す
ば
ら
し
さ
を

P
R
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ー
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
誰
が
応
募
し

た
の
で
す
か
。

5
歳
の
時
か
ら
日
本
舞
踊
を
習
っ

て
い
る
の
で
す
が
、
そ
の
先
輩
の
人

た
ち
が
私
の
知
ら
な
い
う
ち
に
応
募

し
ま
し
た
。
写
真
な
ど
は
母
が
用
意

し
た
そ
う
で
す
。
私
は
、
第
二
次
審

査
の
通
知
が
届
い
て
初
め
て
知
り
ま

し
た
。

-

O
ミ
ス
う
お
づ
。
に
選
ば
れ
た
現

在
の
お
気
持
ち
は
・.• 

予
想
も
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
な

の
で
不
安
な
気
持
ち
が
あ
り
ま
す
。

|
魚
津
を
ど
の
よ
う
な
町
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
か
。

有ミ
沢ス
女子fう
美みお
さづ
ん

歳

広報うあ、づ

《
お
母
さ
ん
の
一
一
言
》

も
う
す
ぐ
お
姉
ち
ゃ
ん
に
な
り
ま

す
。
や
さ
し
い
お
姉
ち
ゃ
ん
に
な
っ

て
く
だ
さ
い
。

《
お
母
さ
ん
の
一
三
一
口
》

元
気
で
、
た
く
ま
し
い
男
の
子
に

な
っ
て
ね
。

)
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(
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ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

に
ご
協
力
を

都
市
景
観
と

ま
ち
づ
く
り

調
査
期
間

日
月
1
日
(
木
)
;
日
日
(
木
)

全
国
的
に
地
域
の
特
性
を
生
か
し

た
個
性
的
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

魚
津
市
に
お
い
て
も
「
水
と
緑
に

つ
つ
ま
れ
た
ゆ
と
り
と
う
る
お
い

の
あ
る
ま
ち
」
を
目
指
し
て
、
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

ρ

日
頃
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
魚
津
市

の
ま
ち
づ
く
り
や
、
都
市
景
観
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
お
ら
れ

る
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
意
見
や

ア
イ
デ
ア
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
の
か
、

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
っ
て
調
査
し
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

。
都
市
景
観
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

住
民
台
帳
か
ら
無
作
為
に
抽
出
し

た
1
、
1
0
0
名
を
対
象
に
行
い
ま
す
。

。
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

8
号
バ
イ
パ
ス
線
よ
り
海
側
の
次

の
区
域
の
一
部
に
つ
い
て
行
い
ま
す
。

上
村
木
叩
区
、
相
木
1
・
2
区
、
古

島

6
区
、
本
江

1
区
、
本
江
元
町

区
、
友
栄
町
区
、
友
道
1
区
、
大

光
寺
1
・
3
・
4
区
、
北
鬼
江
3
区、

道
下
住
宅
区

。
間
合
先

市
都
市
計
画
課

(E
n
1
2
2
0
0
内
線
3
4
1
)

園
用
水
路
の
減
水

県
で
は
、
用
水
路
工
事
の
た
め
、

次
の
と
お
り
用
水
路
を
減
水
し
ま
す

0

・
減
水
区
域

片
貝
川
左
偉
下
流
幹

線
用
水
路

・
減
水
期
間

平
成
4
年
目
月
1
日

ー
平
成
5
年
3
月
刊
日

・
間
合
先

魚
津
農
地
林
務
事
務
所

耕
地
課

(E
U

ー

5
3
1
1
)

園
秋
の
苗
木
即
売
会

• 
日

時

日
月
M
日
(
土
)

午
前
9
時
j
午
後
3
時

魚
津
市
役
所
駐
車
場

ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ

・
カ

エ
デ

・
サ
ザ
ン
カ
な
ど

側
種
、

4
0
0
0
本

市
緑
化
推
進
委
員
会

新
川
森
林
組
合

(
岱

お

1
0
1
1
1
)

• • 
種場

類所

-

主

催

・
間
合
先

全

国

防

犯

運

動

叩
月
日
日
(
日
)

f
)

初
日
(
火
)

-
ス
ロ
ー
ガ
ン

か
ぎ

一
つ
安
心
し
な
い
で

も
う

一
つ

-
運
動
の
重
点

・
暴
力
追
放
(
暴
力
団
の
排
除
)

.
少
年
の
非
行
防
止

・
オ
ー
ト
バ
イ
盗
及
び
自
転
車
盗

の
防
止

・
コ

ン
ビ

ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
防
犯

対
策
の
推
進

-
主
な
行
事

-
m月
7
日
(
水
)

防
犯
民
謡
教
室

百

楽

荘

.
日
月
9
日
(
金
)
l
m
日
(
火
)

防
犯
ポ
ス
タ
ー
標
語
展

魚
津
サ
ン
プ
ラ
ザ

-
m月
9
日
(
金
)

防
犯
市
民
パ
ト
ロ
ー
ル

.
日
月
日
日
(
日
)

防
犯
模
擬
訓
練
川
の
瀬
団
地

(
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、
警
察
犬
、
パ

ト
カ
ー
、
白
バ
イ
ほ
か
)

-
m月
同
日
(
日
)

防
犯
少
年
剣
道
教
室村

木
小
学
校

-
m月
初
日
(
火
)

ク
リ
ー
ン

U
P
・
U
O
Z
U
幻

暴
力
の
な
い
明
る
い
街
の
り
ん

ご
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

-
作
品
展
示
は
、
日
月

5
日
(
木
)
j

z

一

ト

ラ

¥
E
ラ

8
日
(
日
)
魚
津
市
農
協
会
館
で
。

一

z

r

畠

量

竺

戸

創

罰

」

A

マ

申

込

・

間

合

先

中

一

/

〔

/

〔

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

一

一p
d

・
:
・

i
‘

，

・

!
'
b
一

(E
n

ー

2
2
0
0
内
線
4
4
1
)
Z

一
一
位

魚

津

市

民

文

化

祭

一

I

l

l

-

J

I

l

l

l

-

一

一一，

:
:
I
:
i

一

平

成

5
年

度

一

一

一「
ー

は
川

川

げ

|
一
富
山
県
青
年
・
婦
人
一
一

一

o
一

般

の

部

海

外

派

遣

団

員

一

一

一

第
l
部
:
絵
画
(
日
本
画
・洋
画
)
、

I
l
l
i
-
-
-
-
-
I
l
l
i
-
-
L
一

=

第
2
部
:・
書
、
第
3
部
:・
彫
刻
、

富
山
県
青
年
・
婦
人
の
船
中

中

第
4
部
:
・工
芸
、
第

5
部
・:
写
真

一

o
教
育
の
部

会
青
年
海
外
派
遣

一

一

図
書

・
書

・
工
作

・
派

遣

国

中

国

・韓
国
・
ロ
シ
ア

一

一

・

募

集

要

項

・

派

遣

期

間

平

成

5
年
5
月
6
日

一一

一
・

規

格

二

般

の

部

)

(

木

)
i
幻
日
(
金
)
凶
日
間

一

中
①
日
本
画

・
洋
画
は
叩
号
以
上

m号

・
募
集
人
員

削

名

中

一

以

内

で
額
装
と
し
、
掛
軸
の
出
品

・
年

齢

資

格

初

歳
j

お
歳
未
満

一一

一一

は
不
可
。

-
負

担

金

約

口

万

円

中

一一

②
書
は
額
ま
た
は
枠
張
り
で
、
日
号
・
申
込
期
限
日
月
お
日
(
月
)

一

一
一
以
上
引
仰

×

m
m以
内
と
し
、
縦

食
婦
人

海

外

派

遣

一

一

横
と
も
自
由
。

(
た
だ
し
、
て
ん
・
派
遣
国
・
派
遣
期
間
及
び
負
担
金
、
一

一

刻

に

つ

い

て

は

制

限

な

し

)

申

込

期

限

は

、

青

年

派

遣

と

同

じ

。
一

一一

③
彫
刻

・
工
芸
は
制
限
な
し

0

・
募
集
人
員

約

卯

名

中

一
④
写
真
は
カ

ラ

|

白

黒
と
も
半
折

・

応

募

資

格

却

歳

1
日
歳
未
満
及

一

一

以

上

、

組

み

写

真

は

四

ツ

切

り

以

び

日

歳

1
何
歳
未
満
で
、
地
域
活

一

一

上

m
m
×

m
m以
内
。
パ
ネ
ル
、

動

が

顕

著
な
者
。

一

一

枠
装
、
額
装
と
し
、
ガ

ラ

ス

張

り

※

青

年

・
婦
人
と
も
学
生
や
5
年
以

一

平

の
出
品
は
不
可
。

上
経
過
し
た
派
遣
経
験
者
も
応
募
一

一
⑤
出
品
作
品
は
一
部
門
2
点

以

内

で

、

が

で

き

ま

す
o

z

未
発
表
の
も
の
に
限
る
。

食
応
募

・
間
合
先

=

一
A
V
申
込
期
限

所
定
の
申
込
書
に
て
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

一

一

日

げ

ば

さ
正
子
ま
で
。

(
g
n
ー
2
2
0
0
内
線
4

4
1
)
一



平成 4年10月一…一…一…………一一一………
水
産
動
物

判

C
中小ヤ

マ
メ

ア
マ
ゴ

イ
ワ
ナ

に
じ
ま
す

ア

強一小

漁

問

-
禁
止
区
域

片
貝
川

1
富
山
地
方
鉄
道
線
鉄
橋

ア

ユ
イ
ワ
ナ
・
ヤ
マ
メ

さ

け

・

ま

す

下
流
端
か
ら
、
河
口
か
ら
上
流
側

m
ま
で
の
区
域

角
川

1
国
道

8
号
線
角
川
橋
下
流

端
か
ら
北
陸
本
線
鉄
橋
上
流
ま
で

の
区
域

下
水
道
排
水
設
備

工
事
は
市
の
指
定

工
事
庖
で

一bi
l
i
-
-
"
H
i
l
l
i
-
-
"
H
i
l
l
i
-
-
i
l
"
H
i
l
l
i
-
-
"
H
U
J

一
面
『
金
光
邦
三
寄
贈
資
料
展
』

一

二

一
湘
一

か
ね
み
つ
く
に
ぞ
フ

一

z

⑮
」

|
|
金
光
邦
三
と
俳
句
の
世
界

ー
ー
一

一

叩

月

1
日
r
}

魚
津
市
名
誉
市
民
金
光
邦
三
氏
は
一
一

一

i
1
1
0
1

青
甫
と
号
し
、
俳
人
と
し
て
も
す
ぐ
一

農
地
を
宅
地
や
山
林
に
す
る
場
合
、一

!
1
4
3
f

れ
た
業
績
を
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

一

市
農
業
委
員
会

(市
農
政
課
内
)

へ

一

魚

津

歴

史

民

俗

博

物

館

同
氏
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
掛
軸

短

一

許
可
申
請
書
を
提
出
し
て
県
知
事
の

一

郷

土

館

3
階

冊
等
を
中
心
に
展
示
し
ま
す
。

一

許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一r
i
l
l
-
-
1
1
1
1
1
1
1
H
U
H
i
l
l
i
-
-
"
H
M
i
l
l
i
l
i
-
-
L

毎
月
初
日
が
締
め
切
り
で
す
。

(8
n

ー

2
2
0
0
内
線

2
2
1
)

(農
業
振
興
地
域
内
の
農
地
は
、

事

前
に
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
の

手
続
き
が
必
要
)

農
地
等
の
転
用
に
は

許
可
が
必
要
で
す

山
県
民
手
帳
発
行・

• 
ご愛
協の
力献
を血

運
動

tt 

-
平
成
4
年
叩
月

1
日

l
m月
7
日

.
平
成

4
年
ロ
月

1
日

i
平
成
5
年
6
月
日
日
頃

最
近
、
下
水
道
排
水
設
備
工
事
に

つ
い
て
市
の
指
定
工
事
庖
で
な
い
業

者
が
セ
ー
ル
ス
に
ま
わ
り
、
ト
ラ
ブ

ル
を
起
こ
す
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

下
水
道
排
水
設
備
工
事
は
、
必
ず

市
の
指
定
工
事
庖
(
市
広
報

7
月
号

に
掲
載
)
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

下
水
道
の
こ
と
で
わ
か
ら
な
い
こ

と
が
あ
れ
ば
、
市
下
水
道
課

(g
n

l
2
2
0
0
内
線

3
8
1
)

へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

-
許
可
を
受
け
る
に
は

-
無
断
転
用
に
は
厳
し
い
措
置

無
断
転
用
に
は
、
原
状
回
復
命
令

や
罰
金
な
ど
厳
し
い

罰
則
規
定
が
あ

り
ま
す
の
で
注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※

間

合

先

市

農

政
課

(
窓

辺

|
2
2
0
0
内
線

3
5
1
)

平
成

5
年
版

-
領
布
価
格

l
冊
4
2
0
円

・

表

紙

濃
茶
色

-
申
込
期
限

叩
月
お
日
(
金
)

-
申
込
方
法

地
区
の
各
班
で
回
覧

さ
れ
る
申
込
書

で
区
長
を
通
じ
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

-

間

合

先

市
総
務
課
行
政
係

叩
月
幻
日
(
水
)

午
前

9
時

i
午
後

5
時

・
場
所
魚
津
市
役
所
前
広
場

-
内
容

捌
∞
・
州
酬
は
・
成
分
献
血

・
間
合
先

魚
津
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

(
宮

μー

2
8
1
6
)

-
日
時

主2!:'
フI之

止

期

;ご寄イ寸ありがとう

ございました く敬称的¥......1

'善意銀行へ

坂井ツ ヤ 経 団 西 町

島崎竹志本町二丁目

野村幸男立石

ω三井自動卓友の会

天神町'新

山山義昭相木

北山 三郎住 吉

側魚津df1'; I~公社広瀬敏雄

大光寺 200，000円

金 雌博和石垣新 50，000円

三崎金 次 郎 金 浦 町 10，000円

9!J-村文夫六郎丸 100，000円

和田自治六郎丸 50，000円

伊東{政治六郎丸 50，000円

魚津保育園職員一同 4，000円

松本高志住吉 50，000円

住吉 健一 上口二丁目 30，000円

梨制ファミリー 柱l木 5，000円

吉 岡 勝三ケ 50，000円

藤岡正彦新宿 50，000円

御坂力次郎上村木 50，000円

江蔵孝吉江口 50，000円

西田洋二 大光寺 10，000円

(イi)魚津板金古島 5，000円

魚岸泊 四郎諏訪町 50，000円

中村 章一 新角川一丁目 30，000円

松 本久達住官町 30，000円

佐藤よしゑ 火の'白-町 100，000円

有沢武雄本町二丁目 5，000円

友田道治新角 川二丁目 10，000円

大野昭二 北 鬼 江 一 丁目 2，000円

砂市広報送付謝礼として

平塚きく江大阪府四保田11市1
高松きくよ大阪府大阪市~ 60，000円

吉 111なきよ大阪府大阪 市j

広報うあ、づ(13) 

平
成
4
年

1
月
1
日

i
U
月
白
日

す

平
成

4
年

8
月
1
日

j
ロ
月
訂
日

平
成

4
年
叩
月

1
日

i
平
成

5
年

2
月
末
日

二L

50，000円

50，000円

5，000円

3，000円

100，000円

10，000円

ー-電I 謡[(::~:::::::~{.:: ~.~ 

・市政情報テレホン ・サービス

fi22-3600 

・キャプテン ・サービス (テレビ画面案

内)市役所ロビー、水族館無料休恕所

・求人テレホン ・サービス (魚津公共職

業安定所)男子(月 ~木)

女子(金一土)fi24-8841 

・税務テレホン ・サービス (税務相談室

富 山分室) fi0764-31-9222 

・健康テレホンサービス (県保険医協

会) fi0764 -42 -0003 

10月のテ ーマ

(JJ) 子宮節目j重の自覚症状

(刈 子ど もの蛋白尿

(水) 流産

休) 入れ曲のはなし②

倒メニエール病

(土 ・日)震に血が悦じったら

r.~~l;三報=
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10月の日曜開館 C
11日 C

翌日月曜日は休館ですζ

一一一館ら

日
書
l
m

仇良一日

広報うあ、づ側一一一一一一…一一一…一平成4年10月

し休 25
ま館 日
す し 亡
。ま 5
すは

哲君
土工事
月 選

石ま
た

開
め館

あ
民な

Yち
る U
E全，、ー
白書と

両き!。
ン
を

⑦ 

新
し
い
本
か
ら

〈
一
般
〉

民

俗

仏

教

の

旅

藤

田

庄

市

英

雄

た

ち

の

伝

説

南

原

幹

雄

大
相
撲
ウ
ソ
ホ
ン
ト
の
新
発
見

藤

田

竜

也

女

優

誕

生

和

田

勉

ケ
ネ
デ
ィ
の
紳

J

・
セ
ル
ビ
ン

日
本
百
名
山

・
登
山
ガ
イ
ド
上
下

山
と
渓
谷

き
ん
さ
ん
ぎ
ん
さ
ん
に
母
を
見
た

村

上

允

俊

岩

園

哲

人

三
つ
の
約
束

ス
タ
ジ
ア
ム
で
会
お
う

山
際

宇

宙

よ

立

花

〈
文
学
・
小
説
〉

透

明

な

水

斉

藤

黄

昏

ゆ

く

街

で

尾

崎

私
の
も
の
の
見
方
考
え
方松

本

清

張

瑠

璃

を

見

た

ひ

と

伊

集

院

静

人
生
い
つ
で
も
出
発
の
と
き

田

中

澄

江

渋
谷
原
宿
公
園
通
り
渡
辺
淳
一

瞬

間

の

記

憶

林

京

子

レ
ッ
ス

ン

五

木

寛

之

正
し
い
頭
の
禿
げ
方
金
子
勝
昭

〈
富
山
の
本
〉

あ
る
日
突
然
に
北
日
本
新
聞
社
編

立
山
道
を
歩
く

富
山
県
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
協
会

無限の海ヘ

読書の旅立ち

日
本
文
化
の
史
的
研
究

高
瀬

と
や
ま
の
冠
婚
葬
祭北

日
本
新
聞
社
編

貨
し
出
し
は
、
ひ
と
り

3
冊

2
週

間
で
、
無
料
で
す
。

‘E

・・
・・

‘
 

••• 
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B
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柳

教

室

会

と

日
月
比
日
(
水
)

午
後

1
時
初
分

1

「
月
」
「
や
ぶ
れ
か
ぶ
れ
」

脇
坂
正
夢
先
生

き

女

兼

題

助
言
者

h7U'Zλ
っ
し
ょ

「
l
i月

の
川
し
り

6
日
(
火
)

映
画

ま
ん
が
日
本
史
①

工
作

か
ご
の
鳥

映
画

ま
ん
が
日
本
史
②

日
日
(
火

初
日
(
火

淳
司隆

由
貝

盛担
玉三

本
江
小
学
校

2
年

金

山

哲
也
く
ん

恐
竜
の
本
と
、
カ
ブ
ト
虫
の
本
が

大
好
き
で
、
図
書
館
で
、
じ
っ
く
り

読
ん
で
い
き
ま
す
。

ク
リ
ク
り
し
た
目
が
か
わ
い
い
図

書
館
の
ア
イ
ド
ル
で
す
。

幻
日
(
火

幼午
児後糸工
I 4 ぶ作
小 時 ん
学 j ぶ

生 4 ん
時
30 
分

重
雄

と

き

対

象会主能部門尭表}溝察音小学校中 金芸能部表門尭化祭3魚津市文民2 
11 典式念3創立0校学工魚津

老第 会大婦
ア呉 典念式創ド2官2 老第

'92友会新小中 アピ すあ {量 市
人 15

意車尭表人

ニ羽
立ラ〉富山第

福益人大金3司金津市3 
芸金能大亜困津市 映面会メ社映画

30イ

映面のぺタ文化講模会部川主企業家同

ノな
物

8 民物催月 年周記 業高等
周年記 ー A 発表E 会ろ

名
22会

~ 3 :AM 2 :釧 l AM 30 AM28 PM25 AM18 AM 17 PM 15 分間 8 分PM4 |館
火日 10日 10 日 10 日 9日 l日 10日 10 日 1日 I 6日 I 12日と

祝時.(月時(日 時( 時(時(時( 時( 時木
時(

時百き
~ :I ~ ・ I .:. l全 lさ1 1 1 1 lさ 30さ 30':' 3催

生E 関 鈍 無

O円λ。大侠人司共F 目当

関 無 ( 整 短 入 。物
係 係 5理

料 場料 2 
料 者 料 料 者 料 )券

」
ば
と
児
童
セ
ン
タ
ー

munー

2
4
0
2

続

集

後

記

れ

ま
ち
で
、
車
椅
子
に
引
歳
の
お
ば
ま

あ
さ
ん
を
乗
せ
て
散
歩
し
て
い
る
ホ
て

l
ム
へ
ル
パ

l
二
人
を
み
か
け
ま
し
し

た
。

5
月
頃
か
ら
家
族
の
要
請
で
派
間

遣

さ

れ

て

い

る

そ

う

で

す

。

引

週
二
回
一
時
閉
め
外
出
で
す
が
、

紙

毎
回
楽
し
み
に
し
て
い
て
、
天
気
の
一
見

良
い
日
は
家
に
戻
り
た
く
な
い
と
動
め

作
で
示
す
そ
う
で
す
。

た

高
齢
で
足
腰
が
弱
く
ね
た
き
り
の
ド

方
で
も
、
ち
ょ
っ
と
し
た
介
助
が
あ
依

れ
ば
外
出
出
来
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

市

川

お
ば
あ
さ
ん
の
い
き
い
き
と
し
た
い
判

顔
が
印
象
的
で
し
た
。

(H
)

森

J
市
長
と
語
る
会
。

「も
っ
と
た
く

さ
ん
の
こ
と
を
話
し
た
の
に

・
」
と
言
叫

わ
れ
て
し
ま
い
そ
う
で
す
が
、
広
報
本

に
掲
載
し
た
も
の
は
、
市
全
体
に
拘

h
d
f

わ
る
も
の
を
中
心
と
し
ま
し
た
の
で

ヂ
民
、

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

き
て
、
き
わ
や
か
な
秋
風
が
吹
く

季
節
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
季
節
、

何
を
す
る
に
し
て
も
気
持
ち
の
い
い

も
の
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
読
書

の
秋
:・
。
私
は
今
の
と
こ
ろ
食
欲
の

秋
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
よ
く

食
べ
る
ノ

も
う
そ
ろ
そ
ろ

n
ス
ポ

ー
ツ
の
秋
。
に
変
え
な
く
て
は
い
け

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

(
Y
)

印刷/魚津印刷株式会社

ロ
(平成4年 9月 1日現在)

人口 (前月対比)

(男) 23，871人(-33) 

(女) 25，759人(-24) 

計約，630人(-57) 

世帯数 14，553世帯

(外国人登録を含む)

編集/企画広報室

市の人


